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研究会報告
cooHドメインを囲む形でC13F27COOHの連続領域が形成された｡表面圧が増すと共にC13F27COOH
分子は単分子膜上に堆横した｡
いずれも非イオン性であるが親水基の種類が異なるcl3F27COOHとFl(℃2DMpとのハイブリッドで
は状況が異なった.cl3F27COOHとFIOC2DMPを等モル混合したときの7r-A曲線は､C17F35COOH
とcl3F27COOHとのハイブリッドの場合と同様に､それぞれ単独の分子からなる曲線の中間の億を示
した｡AFMによって観察した表面圧20mN/mでのFl∝2DMPのみのLB膜はC13F27COOHのみの
場合よりも平坦であり､等モル混合においては最も平坦であった｡ 混合することによって単独の場合
よりも最連な充填配列をとると考えられる｡
C19IB9COOHに異なる非イオン性親水基を持つ∝tadecyldimcthylmi eOxide(C18DAO)を等モル量ま
で混合したときには､cl8DAOのみの場合の乱牲配列に似て､全体に粗い表面構造が観察された｡一
方､一般的な炭化水素系両親媒性分子とアゾ色素のような特殊な官能基を持つ炭化水素系両親媒性分
チ (p-t･0tylphcnolydlowmi cplytethyleneoxidc])の場合には相落しなかった.
以上の結果を比較することによって､次のことが明らかとなった｡炭化ふっ素系両親媒性分子は炭
化水素系両親媒性分子と混和しない｡しかしながら､炭化ふっ素系両親媒性分子同士であっても､分
子長が大きく異なる場合には混和性が低い｡炭化ふっ素系両親媒性分子の疎水性､疎油性がこの現象
に関わっている｡炭化ふっ素系両親媒性分子からなるハイブリッドのこの挙動は､非常に異なる親水
基を持つ炭化水素系両親媒性分子同士で見られた非相溶性と対比できる｡
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図1.AFM photographsformonolayerLBfilmsofC19H39COOH,
C17F35COOH,C13F27COOH,FIOC2DMP,aAdtheirequmolarhybrids.
-108-
